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図1 《博多織四枚折屏風》前面 当館収蔵

図2 《博多織四枚折屏風》背面 当館収蔵



131

木
箱長

二
〇
九
・
〇

幅
二
三
・
〇

高
八
二
・
五

書
付縦

二
二
・
三

横
一
四
・
二

二

博
多
織
工
場
へ
の
侍
従
差
遣

本
屏
風
を
収
納
す
る
木
箱
の
墨
書
を
端
緒
に
、
献
上
に
至
る
経
緯
を
辿
る
。

木
箱
蓋
裏
の
墨
書
に
記
さ
れ
て
い
る
「
大
正
五
年
十
一
月
福
岡
縣
下
／
行
幸
之
節
」
と

は
、
大
正
天
皇
が
福
岡
県
に
お
け
る
陸
軍
特
別
大
演
習
を
統
裁
す
る
た
め
、
大
正
五
年
十
一

月
十
一
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
福
岡
県
に
滞
在
し
た
こ
と
を
指
す
（
註
1
）。
こ
の
時
の
特

別
大
演
習
は
、
前
年
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
福
岡
県
庁
舎
を
大
本
営
に
宛
て
て
拠
点
と
し
、

福
岡
市
郊
外
周
辺
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
間
、
大
正
天
皇
は
県
会
議
事
堂
に
陳
列

さ
れ
た
福
岡
県
の
主
要
な
物
産
を
観
覧
し
て
各
産
業
を
奨
励
さ
れ
る
と
共
に
、
十
一
月
十
二

日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
福
岡
県
と
佐
賀
県
の
神
社
、
学
校
、
工
場
等
に
侍
従
及
び
侍
従

武
官
を
差
遣
し
た
。
差
遣
先
は
、
事
業
精
励
者
、
功
績
が
顕
著
な
事
業
所
を
福
岡
県
が
推
挙

し
た
な
か
か
ら
選
ば
れ
（
註
2
）、
十
二
日
の
松
浦
靖
侍
従
に
よ
る
視
察
に
は
、
当
時
日
本
で

最
大
規
模
を
誇
っ
て
い
た
三
池
炭
鉱
や
旧
柳
川
藩
主
立
花
家
に
よ
る
農
事
試
験
場
と
共
に
、

松
居
織
工
場
と
中
西
博
多
織
工
場
の
二
ヵ
所
の
博
多
織
工
場
が
含
ま
れ
て
い
た
。

博
多
織
は
、
広
義
に
は
博
多
地
域
周
辺
で
織
ら
れ
る
平
織
か
ら
複
雑
な
紋
織
物
ま
で
多
彩

な
織
物
を
含
む
（
註
3
）。
狭
義
に
は
平
織
地
に
独
鈷
や
華
皿
な
ど
の
伝
統
的
な
文
様
を
経
糸

の
浮
き
で
表
し
た
織
物
を
指
し
、
そ
の
場
合
は
区
別
し
て
「
献
上
博
多
織
」
と
い
う
。
江
戸

時
代
に
福
岡
藩
に
よ
っ
て
幕
府
に
毎
年
献
上
さ
れ
て
い
た
の
は
、
狭
義
の
博
多
織
で
あ
る
。

江
戸
時
代
は
藩
の
献
上
品
と
し
て
の
品
質
や
価
値
、
希
少
性
が
重
視
さ
れ
、
絹
の
織
屋
が

十
二
戸
に
限
定
さ
れ
た
ほ
か
、
素
朴
な
手
工
業
の
ま
ま
藩
の
産
業
と
し
て
発
展
的
な
政
策
が

取
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
以
降
、
博
多
織
の
織
屋
株
仲

間
が
解
散
し
た
こ
と
で
新
た
に
起
業
す
る
博
多
織
業
者
が
出
た
。
侍
従
差
遣
が
行
わ
れ
た
二

つ
の
工
場
も
共
に
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
新
規
に
開
業
し
た
博
多
織
製
造
販
売
業
者
で

あ
る
。
松
居
織
工
場
は
、
滋
賀
県
出
身
で
呉
服
商
を
営
ん
で
い
た
松
居
元
右
衛
門
（
生
年
不

明
～
一
八
九
八
）
が
明
治
十
六
年
に
開
業
し
、
染
色
堅
牢
度
の
改
良
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
と
ド

ビ
ー
織
機
の
導
入
、
撚
糸
の
改
良
、
各
種
織
物
や
絵
画
織
込
品
の
考
案
の
ほ
か
、
意
匠
部
設

立
や
職
工
の
養
成
な
ど
に
よ
り
、
事
業
お
よ
び
販
路
の
拡
張
を
図
っ
た
。
明
治
三
八
年
以
降

は
、
京
都
の
西
陣
に
工
場
を
新
設
し
た
ほ
か
、
福
岡
県
住
吉
町
春
吉
に
新
工
場
、
福
岡
県
蓑

島
村
に
染
色
工
場
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
一
大
工
場
と
な
り
、
明
治
四
四
年
、
福
岡
県
久
留

米
市
を
中
心
に
行
わ
れ
た
明
治
天
皇
の
特
別
大
演
習
行
幸
の
際
に
も
侍
従
北
條
氏
恭

（
一
八
四
五
～
一
九
一
九
）
の
差
遣
を
受
け
て
い
る
（
註
4
）。

も
う
一
方
の
中
西
博
多
織
工
場
は
、
中
西
久
吉
（
生
年
不
明
～
一
八
九
二
）
が
明
治
三
年

に
自
宅
に
機
場
を
設
け
て
起
業
し
た
の
を
契
機
と
し
て
い
る
。
明
治
十
七
年
に
長
男
源
太
郎

が
跡
を
継
ぐ
が
早
世
し
、
三
男
の
中
西
金
次
郎
（
一
八
六
六
～
一
九
二
九
。
以
下
、
金
次

郎
）
が
後
継
者
と
な
っ
た
（
註
5
）。
金
次
郎
は
、
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
染
織
業
を
視
察

し
、
当
時
農
商
務
省
で
染
色
改
良
を
行
っ
て
い
た
平
賀
義
美
（
一
八
五
七
～
一
九
四
三
）
や

八
王
子
織
物
染
色
講
習
所
の
中
村
喜
一
郎
（
一
八
五
〇
～
一
九
一
五
）、
中
村
に
師
事
し
て

化
学
染
料
を
学
ん
だ
三
田
忠
兵
衛
（
一
八
三
八
～
九
〇
）
に
染
色
技
術
を
教
わ
り
、
博
多
織

の
染
色
や
糸
の
改
良
な
ど
を
行
う
と
共
に
、
商
品
の
開
発
や
特
許
取
得
も
積
極
的
に
行
い
、

事
業
を
拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。『
陸
軍
特
別
大
演
習
福
岡
県
記
録
』
に
当
時
の

各
工
場
の
概
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
松
居
織
工
場
に
つ
い
て
は

�

福
岡
市
ニ
於
ケ
ル
国
産
博
多
織
工
場
ノ
最
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
中
略
）
爾
来
逐
年
盛
大
ニ

赴
キ
今
ヤ
百
余
ノ
織
機
ト
百
六
十
人
余
ノ
従
業
者
ト
ヲ
有
シ
彌
々
斯
業
ノ
発
展
ヲ
図
リ

ツ
ツ
ア
リ

中
西
博
多
織
工
場
に
つ
い
て
は
、

�

少
壮
ニ
シ
テ
父
兄
ノ
業
ヲ
承
ケ
爾
来
三
十
年
間
終
始
一
貫
博
多
織
ノ
改
良
ニ
努
メ
各
種

ノ
新
品
ヲ
案
出
シ
発
明
特
別
新
案
登
録
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
夥
シ
ク
第
一
工
場
紋
上
彫
染

色
工
場
ノ
外
ニ
先
ニ
第
二
工
場
ヲ
市
外
竪
糟
村
ニ
移
転
シ
テ
益
々
事
業
ノ
拡
大
ヲ
図
リ

目
下
機
数
四
十
七
ヲ
据
エ
盛
ニ
優
品
ヲ
製
出
シ
ツ
ツ
ア
リ
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と
あ
る
（
註
6
）。

事
業
規
模
の
対
比
で
両
者
を
選
択
し
つ
つ
、
い
ず
れ
も
事
業
拡
大
の
発
展
努
力
を
行
い
、

功
績
を
挙
げ
て
い
る
事
業
所
と
し
て
差
遣
先
に
選
ば
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
松
居
織

工
場
は
、
二
度
目
の
侍
従
差
遣
に
対
し
て
「
本
場
の
洵
に
光
栄
と
す
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
是

も
偏
に
博
多
織
発
明
者
の
余
徳
で
あ
ろ
う
」（
註
7
）
と
、
先
代
元
右
衛
門
に
対
す
る
敬
意
と

博
多
織
企
業
と
し
て
成
功
し
た
自
負
が
う
か
が
え
る
。
中
西
博
多
織
工
場
の
方
は
、
大
正
七

年
に
金
次
郎
が
『
中
西
博
多
織
工
場
光
栄
記
』（
以
下
、『
光
栄
記
』）
を
刊
行
し
た
。
こ
の

『
光
栄
記
』
は
、
侍
従
差
遣
を
受
け
た
慶
び
と
皇
室
へ
の
献
上
品
制
作
、
工
場
の
沿
革
と
金

次
郎
自
身
の
履
歴
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
で
、
本
屏
風
を
紐
解
く
鍵
と
な
っ
た
。

三

皇
室
と
中
西
金
次
郎
─
『
中
西
博
多
織
工
場
光
栄
記
』

『
光
栄
記
』
冒
頭
に
は
、
福
岡
出
身
の
政
治
家
金
子
堅
太
郎
（
一
八
五
三
～
一
九
四
二
）

と
福
岡
県
知
事
谷
口
留
五
郎
（
一
八
六
七
～
一
九
四
二
）
が
序
を
寄
せ
、
黒
田
家
当
主
黒
田

長
成
（
一
八
六
七
～
一
九
三
九
）
が
題
字
を
揮
毫
し
（
註
8
）、
金
次
郎
に
染
色
法
を
教
授
し

た
平
賀
義
美
が
跋
文
を
記
し
て
お
り
、
福
岡
の
地
の
強
い
結
び
つ
き
と
金
次
郎
の
交
流
関
係

が
う
か
が
え
る
。

『
光
栄
記
』
に
よ
る
と
、
中
西
博
多
織
工
場
は
皇
室
へ
の
献
上
品
を
複
数
手
が
け
て
い

る
。
明
治
三
三
年
の
皇
太
子
御
成
婚
時
に
福
岡
市
が
献
上
す
る
品
の
図
案
選
定
を
行
っ
た

が
（
註
9
）、
製
織
を
請
け
負
っ
た
の
は
大
正
四
年
の
大
礼
の
時
が
最
初
で
あ
る
。
大
正
天
皇

の
御
即
位
を
祝
う
献
上
品
と
し
て
、
福
岡
県
は
博
多
織
の
卓
子
掛
に
決
定
し
、
そ
の
制
作
の

命
が
金
次
郎
に
下
っ
た
。
福
岡
県
の
工
業
技
師
山
内
修
一
、
同
工
業
技
手
渡
邊
静
、
横
田
伊

勢
吉
が
作
製
し
た
図
案
を
基
に
製
織
を
行
い
、
翌
四
月
に
献
上
し
た
（
註
10
）。
こ
の
時
の
卓

子
掛
は
、
黄
櫨
色
と
青
磁
色
の
砂
金
地
に
天
を
翔
け
る
鳳
凰
を
表
し
た
も
の
で
、
黄
櫨
色
の

卓
子
掛
は
天
皇
の
御
用
品
、
青
磁
色
は
皇
后
の
御
用
品
と
さ
れ
た
。『
大
礼
記
録
』
に
記
さ

れ
る
「
聖
上
／
一
博
多
織
卓
子
掛
／
壹
枚
／
皇
后
陛
下
／
一
同
／
壹
枚
」
が
こ
れ
に
該
当
す

る
（
註
11
）。

そ
の
次
に
特
命
を
受
け
た
の
が
、
本
屏
風
で
あ
る
。『
光
栄
記
』
の
記
述
を
要
約
す
る

と
、
献
上
御
用
品
と
し
て
博
多
織
地
に
名
勝
芥
屋
の
大
門
の
実
景
を
刺
繍
し
た
「
御
衝
立
」

の
制
作
が
決
ま
り
、
そ
の
製
織
は
金
次
郎
、
刺
繍
は
京
都
の
髙
島
屋
呉
服
店
四
代
飯
田
新
七

（
一
八
五
九
～
一
九
四
四
）
が
担
当
し
、
金
次
郎
が
責
任
を
も
っ
て
合
作
調
進
す
る
よ
う
に

と
谷
口
県
知
事
よ
り
命
じ
ら
れ
た
。
金
次
郎
は
『
光
栄
記
』
の
自
身
の
履
歴
の
中
で
、
特
命

を
受
け
た
時
期
を
七
月
と
し
て
い
る
が
、
大
正
五
年
六
月
二
十
五
日
『
福
岡
日
日
新
聞
』
の

記
事
に
本
屏
風
の
詳
細
に
つ
い
て
具
体
的
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
ま
で
に

形
状
お
よ
び
図
案
が
固
ま
り
、
金
次
郎
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
（
註
12
）。

完
了
時
期
に
つ
い
て
は
大
正
五
年
十
月
十
八
日
に
金
次
郎
が
県
庁
に
納
品
し
た
こ
と
が
翌

十
九
日
の
『
九
州
日
報
』
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
註
13
）。

献
上
品
の
考
案
は
、
谷
口
県
知
事
の
ほ
か
、
内
務
部
長
佐
竹
義
文
、
理
事
官
城
島
春
次

郎
、
工
業
技
師
山
内
修
一
、
県
属
春
山
克
治
郎
が
関
わ
り
、
図
案
は
工
業
技
手
渡
邊
静
、
染

織
監
督
は
県
立
福
岡
工
業
学
校
教
諭
三
平
文
、
機
織
は
同
校
教
諭
野
田
俊
郎
が
関
わ
っ

た
（
註
14
）。
こ
れ
ら
の
人
物
は
前
年
の
献
上
卓
子
掛
の
制
作
に
関
わ
っ
た
人
物
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
ず
、
博
多
織
部
分
の
図
案
に
関
し
て
も
前
年
同
様
に
福
岡
県
が
事
前
に
用
意
し
た
も
の
と

な
る
。

主
題
と
な
っ
た
芥
屋
の
大
門
は
、
福
岡
県
糸
島
市
志
摩
町
の
海
岸
に
所
在
す
る
日
本
最
大

の
玄
武
岩
洞
窟
で
、
一
帯
に
は
六
角
形
や
八
角
形
の
規
則
正
し
い
柱
状
節
理
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
複
雑
な
形
状
を
呈
す
る
風
景
を
刺
繍
で
表
現
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
が
、
写
真
技

術
で
あ
る
。
金
次
郎
は
県
の
工
業
技
手
渡
邊
静
、
県
属
の
神
（
一
八
か
）、
写
真
師
古
川
震

次
郎
（
一
八
六
三
～
一
九
二
八
、
註
15
）
と
共
に
、
芥
屋
の
大
門
に
出
向
き
、
実
景
を
踏
査

撮
影
し
て
い
る
。
東
中
洲
に
あ
っ
た
古
川
写
真
館
と
金
次
郎
の
片
土
居
町
の
工
場
お
よ
び
販

売
店
は
近
所
と
言
っ
て
よ
い
距
離
に
あ
り
、
制
作
に
あ
た
っ
て
古
川
震
次
郎
に
協
力
を
仰
い

だ
の
だ
ろ
う
。
前
述
の
通
り
、
制
作
着
手
ま
で
に
は
実
景
踏
査
が
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
が
、
制
作
着
手
か
ら
完
成
ま
で
の
期
間
を
最
長
で
も
四
ヵ
月
程
度
と
み
る
な
ら
ば
、
写
真

を
用
い
る
こ
と
は
実
際
の
風
景
を
正
確
に
伝
え
る
と
共
に
、
事
前
の
準
備
と
し
て
下
絵
図
を

お
こ
す
ま
で
の
時
間
短
縮
の
有
効
な
手
段
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
風
景
写
真
を
源
泉

と
し
て
刺
繍
す
る
こ
と
は
、
髙
島
屋
で
は
明
治
時
代
後
期
に
は
既
に
行
わ
れ
て
い

た
（
註
16
）。
古
川
震
次
郎
が
撮
影
し
た
写
真
で
は
な
い
が
、
戦
前
の
芥
屋
の
大
門
を
写
し
た

風
景
絵
葉
書
（
図
5
）
と
本
屏
風
を
比
べ
る
と
ほ
ぼ
同
じ
景
色
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
実

景
か
ら
さ
ほ
ど
変
更
を
加
え
ず
に
下
絵
図
を
お
こ
し
て
刺
繍
さ
れ
た
と
い
え
る
。

本
屏
風
の
よ
う
に
黒
漆
塗
の
縁
枠
が
付
き
、
下
部
に
腰
羽
目
板
を
設
け
て
黒
紐
で
綴
じ
る
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形
状
は
、
美
術
染
織
の
屏
風
で
は
よ
く
み
ら
れ
る
。
明
治
三
十
年
代
に
は
同
様
の
形
式
の
屏

風
が
髙
島
屋
に
お
い
て
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
腰
羽
目
板
の
螺
鈿
や
屏
風
の
仕
立
て

自
体
も
京
都
で
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
四
曲
屏
風
で
中
二
扇
を
高
く
し
た
形
は
珍
し

い
が
、
三
枚
構
成
の
衝
立
で
中
央
が
左
右
二
枚
分
の
幅
と
な
り
、
山
形
と
な
っ
て
い
る
も
の

は
髙
島
屋
の
史
料
に
見
ら
れ
る
（
註
17
）。『
光
栄
記
』
や
当
時
の
新
聞
報
道
で
は
本
屏
風
を

「
衝
立
」
と
記
述
し
て
お
り
、
漆
塗
屏
風
装
で
あ
り
な
が
ら
山
形
と
し
た
の
は
、
屏
風
と
し

て
の
鑑
賞
性
を
残
し
つ
つ
、
空
間
間
仕
切
り
を
目
的
と
し
た
「
衝
立
」
と
し
て
の
用
途
を
意

識
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
献
上
の
際
に
は
箱
書
、
書
付
共
に
「
屏
風
」

と
な
っ
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

本
屏
風
献
上
後
に
つ
い
て
、
金
次
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
註
18
）。

�

天
機
殊
の
外
美
は
し
く
御
嘉
納
あ
ら
せ
ら
れ
谷
口
知
事
の
特
に
優
渥
な
る
叡
感
の
御
沙

汰
を
仰
せ
蒙
ら
れ
た
る
由
を
さ
へ
仄
か
に
伝
へ
聞
く
は
、
我
博
多
織
の
機
業
全
体
の
名

誉
と
し
て
将
た
金
次
郎
一
家
一
身
の
光
栄
と
し
て
感
喜
し
且
つ
恐
懼
す
る
所
な
り

福
岡
県
に
よ
る
本
屏
風
の
献
上
と
共
に
、
福
岡
市
か
ら
は
画
家
富
田
秋
香

（
一
八
六
八
～
？
）
の
原
画
、
松
居
織
工
場
の
作
に
な
る
蒙
古
襲
来
の
一
場
面
を
表
し
た
織

物
額
を
献
上
し
た
ほ
か
（
註
19
）、
黒
田
長
成
か
ら
は
金
次
郎
の
工
場
で
制
作
し
た
《
博
多
織

卓
子
掛
》
一
枚
を
献
上
し
て
お
り
（
当
館
収
蔵
。
図
6
、
註
20
）、
金
次
郎
の
言
の
通
り
、

博
多
織
が
面
目
躍
如
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
屏
風
表
面
の
主
題
は
県
名
勝
地

で
あ
り
、
県
人
が
力
を
寄
せ
て
作
り
上
げ
て
は
い
る
が
、
表
側
の
刺
繍
部
分
は
京
都
の
刺
繍

職
人
の
手
に
よ
る
。
博
多
織
の
み
の
屏
風
（
衝
立
）
を
制
作
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
は

ず
だ
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
し
な
か
っ
た
の
か
疑
問
が
残
る
（
註
21
）。
本
屏
風
献
上
前
年
の

『
大
礼
記
録
』
に
お
い
て
少
な
く
と
も
三
件
の
刺
繍
屏
風
の
献
上
が
あ
る
こ
と
や
、
大
正
、

昭
和
の
大
礼
以
外
に
も
皇
室
の
御
慶
事
の
際
に
は
各
方
面
か
ら
刺
繍
屏
風
が
献
上
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
皇
室
へ
献
上
す
る
品
と
し
て
「
刺
繍
」
の
「
屏
風
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
、
何
ら
か
の
意
味
や
重
要
性
を
も
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

図5 �土木図書館デジタルアーカイブス、戦前土木絵葉書ライブラリーより�
4．鉄道省（石川豊氏寄贈）北九州鉄道 32．北九州鉄道：芥屋大門の景勝�
画像提供：土木学会附属土木図書館

図6 《博多織卓子掛》 当館収蔵
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い
。
近
代
に
隆
盛
し
た
室
内
装
飾
品
と
し
て
の
美
術
染
織
と
い
う
視
点
で
の
み
な
ら
ず
、
皇

室
へ
の
献
上
品
と
い
う
視
点
か
ら
刺
繍
屏
風
を
探
っ
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
側
面
が
浮
か

ん
で
く
る
こ
と
を
本
屏
風
が
示
唆
し
て
い
る
。

�

（
こ
ば
や
し 

あ
や
こ

当
館
学
芸
部
管
理
・
情
報
課
主
任
研
究
員
）

註（
1
）	

行
幸
の
全
日
程
は
大
正
五
年
十
一
月
七
日
出
立
、
同
十
一
日
博
多
到
着
、
五
日
間
の
滞
在
の
後
、

同
十
六
日
博
多
出
立
、
同
十
九
日
還
幸
。
宮
内
省
図
書
寮
編
集
『
大
正
天
皇
実
録
』
補
訂
版
第

五
、
株
式
会
社
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
二
〇
年
、
七
五
～
八
十
頁
。

（
2
）	

宮
内
省
図
書
寮
、
前
掲
書
（
註
1
）、
七
八
頁
。

	

農
商
務
次
官
上
山
満
之
進
（
一
八
六
九
～
一
九
三
八
）
が
大
正
五
年
九
月
六
日
付
で
福
岡
県
知
事

谷
口
留
五
郎
に
宛
て
、「
事
業
精
励
者
ニ
シ
テ
功
績
顕
著
」
の
工
場
、
事
業
所
に
侍
従
を
差
遣
す

る
例
が
あ
る
の
で
、
実
業
精
励
者
を
推
薦
す
る
よ
う
に
と
の
照
会
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
大

正
五
年
九
月
十
三
日
の
知
事
伺
で
は
、
枝
光
（
八
幡
）
製
鉄
所
を
除
く
実
際
の
差
遣
先
の
ほ
か
、

石
橋
徳
次
郎
、
倉
田
雲
平
の
足
袋
工
場
や
株
式
会
社
小
倉
製
紙
所
、
大
川
運
輸
株
式
会
社
深
川
造

船
所
、
磯
野
七
平
鋳
造
所
、
深
見
平
次
郎
鋳
工
場
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
特
別
大

演
習
日
誌
及
関
係
事
蹟
（
大
演
習
行
幸
事
蹟
）」、
福
岡
県
特
定
歴
史
公
文
書
、1-1-002163

、

一
九
一
六
年
、
〇
七
八
七
～
〇
七
八
九
、〇
七
九
一
。

（
3
）	

博
多
織
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
左
記
を
参
照
し
た
。

	

帆
足
小
太
郎
、
十
時
茂
編
輯
『
博
多
織
物
史
』
有
田
國
太
郎
発
行
、
一
八
九
六
年
。
杉
原
実
『
博

多
織
史
』、
校
倉
書
房
、
一
九
六
四
年
。
畑
野
与
惣
治

編
集
発
行
『
本
場
筑
前

博
多
織
を
識

る
』、
一
九
七
〇
年
。『
日
本
の
染
織

別
巻
3

博
多
織
と
佐
賀
錦

九
州
の
風
土
が
育
て
た
伝

統
織
物
』、
泰
流
社
、
一
九
七
九
年
。
杉
原
実
「
博
多
織
」『
講
座
・
日
本
技
術
の
社
会
史
』
第
三

巻
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
、
三
〇
二
～
三
一
六
頁
。
博
多
織
工
業
組
合
『
博
多
織
史
』、

博
多
織
工
業
組
合
、
二
〇
〇
八
年
。
佐
伯
富
士
男
「
明
治
期
に
お
け
る
博
多
織
に
つ
い
て
」『
九

州
共
立
大
学
紀
要
』
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
六
七
年
二
月
一
日
、
四
一
～
五
五
頁
。

（
4
）	

廣
義
生
『
覇
家
台
織
と
松
居
織
工
場
』、
松
居
織
工
場
本
店
、
一
九
一
八
年
、
二
五
頁
お
よ
び
宮

内
庁
『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
二
、
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
六
九
四
頁
。
な
お
、

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
に
「
献
上
博
多
織
」
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ

た
小
川
善
三
郎
（
一
九
〇
〇
～
八
三
）
が
独
立
以
前
に
勤
務
し
て
い
た
の
が
松
居
織
工
場
で
あ

る
。
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
（
美
術
研
究
所
）
編
集
『
日
本
美
術
年
鑑
』
昭
和
五
九
年

版
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
六
年
、
二
九
二
～
二
九
三
頁
。

（
5
）	

中
西
博
多
織
工
場
お
よ
び
中
西
金
次
郎
に
つ
い
て
は
、
左
記
を
参
照
し
た
。

	

中
西
金
次
郎
『
中
西
博
多
織
工
場
光
栄
記
』、
一
九
一
八
年
、
五
六
～
六
七
頁
。
帝
国
発
明
家
伝

記
刊
行
會
『
帝
国
発
明
家
伝
』
下
巻

一
九
三
〇
年
、
七
七
七
～
七
九
七
頁
。
中
村
浩
理
『
肥
筑

豊
州
志
』、
福
岡
県
文
化
財
資
料
集
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
。
咲
山
恭
三
『
博
多
中
洲
も
の
が
た

り
（
前
編
）
─
弥
生
よ
り
明
治
末
年
ま
で
の
変
遷
─
』
株
式
会
社
文
献
出
版
、
一
九
七
九
年
、

二
八
一
頁
。

（
6
）	

福
岡
県
『
陸
軍
特
別
大
演
習
福
岡
県
記
録

大
正
五
年
』、
福
岡
県
、
一
九
一
九
年
、
五
七
九
～

五
八
〇
頁
。

（
7
）	

廣
義
生
、
前
掲
書
（
註
4
）、
二
六
頁
。

（
8
）	

旧
福
岡
藩
主
黒
田
侯
爵
家
の
明
治
三
十
年
～
昭
和
一
四
年
の
期
間
に
お
け
る
重
要
な
家
事
記
録
を

抄
録
、
編
纂
し
た
黒
田
資
料
「
重
要
日
誌
」（
福
岡
市
博
物
館
蔵
）
の
大
正
七
年
に
記
載
が
あ

る
。「
八
月
五
日

博
多
中
西
金
次
郎
へ
博
多
織
工
場
光
栄
記
ノ
題
字
ヲ
御
揮
毫
被
下
右
光
栄
記

二
冊
差
上
」。
野
島
義
敬
「
資
料
翻
刻

黒
田
資
料
「
重
要
日
誌
」」、『
福
岡
市
博
物
館
研
究
紀

要
』、
第
二
九
号
、
福
岡
市
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年
三
月
二
四
日
、
四
八
頁
。

（
9
）	

皇
太
子
に
袴
地
二
反
、
帯
地
二
筋
、
皇
太
子
妃
に
帯
地
二
筋
を
献
上
す
る
に
際
し
て
、
福
岡
市
か

ら
博
多
織
同
業
組
合
に
対
し
て
調
進
が
命
じ
ら
れ
、
同
組
合
か
ら
意
匠
選
択
を
任
さ
れ
た
。
中
西

金
次
郎
、
前
掲
書
（
註
5
）、
五
三
頁
。

（
10
）	

中
西
金
次
郎
、
前
掲
書
（
註
5
）、
十
六
頁
、
六
六
～
六
七
頁
。

（
11
）	『
大
礼
記
録
』
巻
五
十
、
請
求
番
号
：
礼00219100

、
国
立
公
文
書
館
、
一
九
一
五
年
。

（
12
）	

中
西
金
次
郎
、
前
掲
書
（
註
5
）、
六
七
頁
お
よ
び
『
福
岡
日
日
新
聞
』
第
一
一
六
九
七
号
、

一
九
一
六
年
六
月
二
五
日
、「
福
岡
県
の
献
上
品
決
定
」

（
13
）	『
九
州
日
報
』
第
九
三
一
二
号
、
一
九
一
六
年
十
月
十
九
日
、「
▲
献
上
の
衝
立
謹
製
終
る
」

（
14
）	

中
西
金
次
郎
、
前
掲
書
（
註
5
）、
二
十
～
二
四
頁
。
な
お
、
野
田
俊
郎
は
昭
和
十
年
に
は
福
岡

県
福
岡
工
業
試
験
場
の
場
長
を
務
め
、
昭
和
十
一
年
完
成
の
国
会
議
事
堂
両
院
協
議
室
の
壁
張
布

の
制
作
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
隈
部
紫
明

山
下
博
共
著
、『
福
博
の
人
物

第
一
輯
』、
福
岡
出

版
協
会
、
一
九
三
五
年
、
五
十
頁
お
よ
び
博
多
織
工
業
組
合
、
前
掲
書
（
註
3
）
五
九
頁
。

（
15
）	

古
川
震
次
郎
は
、
藩
命
に
よ
り
長
崎
の
海
軍
伝
習
所
で
写
真
技
術
を
学
ん
だ
旧
福
岡
藩
士
古
川
俊

平
（
一
八
三
四
～
一
九
〇
七
）
の
長
女
タ
キ
と
結
婚
し
た
。
古
川
俊
平
が
明
治
八
年
に
開
業
し
た

古
川
写
真
館
を
営
み
、
九
州
写
真
師
会
の
創
始
に
も
尽
力
し
た
。
古
川
震
次
郎
の
経
歴
に
つ
い
て

は
、
左
記
を
参
照
し
た
。

	

神
山
紫
陽
『
九
州
写
壇
の
回
顧
』、
一
九
六
〇
年
、
九
二
～
九
四
頁
、
一
四
五
頁
お
よ
び
亀
井
武

編
『
日
本
写
真
史
へ
の
証
言
』
上
巻
、
株
式
会
社
淡
交
社
、
一
九
九
七
年
、
一
四
五
～
一
六
八
頁
。

（
16
）	
廣
田
孝
『
明
治
年
間
刺
繍
参
考
画
集
（
髙
島
屋
史
料
館
所
蔵
）』
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊

五
三
、
京
都
女
子
大
学
、
二
〇
一
六
年
お
よ
び
廣
田
孝
『
明
治
大
正
期
の
染
織
資
料
の
研
究
（
髙

島
屋
史
料
館
所
蔵
）
─
源
泉
・
下
絵
・
作
品
写
真
の
比
較
・
考
察
─
』
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊

五
五
、
京
都
女
子
大
学
、
二
〇
一
八
年
、
十
一
頁
、
二
三
頁
。

（
17
）	

例
え
ば
、
髙
島
屋
貿
易
部
の
美
術
染
織
作
品
の
記
録
写
真
帖
第
三
九
号
の
う
ち
、
三
九
─
七
十
～

七
二
な
ど
。
廣
田
孝
『
髙
島
屋
「
貿
易
部
」
美
術
染
織
作
品
の
記
録
写
真
集
』
京
都
女
子
大
学
研
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究
叢
刊
四
七
、
京
都
女
子
大
学
、
二
〇
〇
九
年
、
九
二
頁
。

（
18
）	
中
西
金
次
郎
、
前
掲
書
（
註
5
）、
二
三
頁
。

（
19
）	
縦
二
六
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
三
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
福
岡
県
、
前
掲
書
（
註

6
）
口
絵
お
よ
び
畑
野
、
前
掲
書
（
註
3
）、
八
八
頁
。

	

ま
た
、
本
織
物
額
が
明
治
宮
殿
表
御
座
所
階
下
広
間
に
飾
ら
れ
て
い
る
写
真
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

識
別
番
号46858
「
明
治
宮
殿
（
四
つ
切
り
）
そ
の
弐
（
写
真
帳
）
／
大
正
・
昭
和
」
の
う
ち

「
第
九
六
號

表
御
座
所
階
下
廣
間
」、
宮
内
公
文
書
館
蔵
、
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開

シ
ス
テ
ムhttps://shoryobu.kunaicho.go.jp/

（
二
〇
二
五
年
九
月
十
九
日
最
終
閲
覧
）。

（
20
）	

縦
一
五
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

横
一
五
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
本
卓
子
掛
の
木
箱
蓋
表
に

は
「
博
多
織
卓
子
掛
」、
蓋
裏
に
は
「
大
正
五
年
十
一
月
福
岡
／
縣
下
／
行
幸
之
節
侯
爵
黒
／
田

長
成
獻
上
」
と
墨
書
が
あ
る
。
黒
田
家
資
料
「
重
要
日
誌
」
に
は
、
黒
田
家
か
ら
卓
子
掛
一
枚
、

高
取
焼
香
炉
一
点
、
桐
箱
入
鶏
卵
素
麺
一
折
を
献
上
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
野
島
義
敬
、
前
掲

書
（
註
8
）
四
五
頁
。

（
21
）	

福
岡
県
で
は
、
昭
和
九
年
三
月
に
、
皇
太
子
明
仁
親
王
（
上
皇
陛
下
）
の
誕
生
を
祝
し
て
、
福
岡

県
下
初
等
中
等
各
学
校
並
び
に
青
年
訓
練
所
の
児
童
生
徒
職
員
一
同
が
二
曲
一
隻
の
博
多
織
屏
風

を
献
上
し
た
。
こ
れ
が
刺
繍
屏
風
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
原
画
の
依
頼
を
京
都
髙

島
屋
貿
易
店
刺
繍
部
で
刺
繍
の
原
画
制
作
に
携
わ
っ
た
神
坂
松
濤
（
一
八
八
二
～
一
九
五
四
）
が

受
け
て
お
り
、
福
岡
県
と
髙
島
屋
と
の
関
係
は
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
榊
原
吉
郎
解
説
、
松
田
武

文
編
集
『
革
の
文
様

神
坂
松
濤
素
描
集
』
株
式
会
社
京
都
書
院
、
一
九
八
七
年
、
一
七
六
、

一
九
二
頁
。

※
引
用
文
に
お
け
る
旧
字
体
は
常
用
字
体
に
改
め
た
。






